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図表　F-SOAIP（エフソ・アイピー）とは

保健・医療・介護・福祉・保育・心理・教育・司法のための経過記録法。
Life Model Process Recording Method for Health Care, Social and Human Care

［ F-SOAIPで用いる6項目 ］
F：Focus（着眼点）
ニーズ、気がかり等。タイトルのようにその場面を
簡潔に表現する。ケアプランの目標・課題やプランと連動。

S：Subjective Data（主観的情報）
利用者（キーパーソンを含む）の言葉。
キーパーソンの場合、Ｓ（関係や続柄）と表記する。

O：Objective Data（客観的情報）
観察･状態や他職種から得られた情報、環境･経過等。

A：Assessment（アセスメント）
援助者（記録者本人）の判断･解釈。気づきや考えを記載する。

I：Intervention/ Implementation（介入・実施）
援助者（記録者本人）の対応。支援、声かけ、連絡調整、介護等。

P：Plan（計画）
当面の対応予定。
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F-SOAIP

改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
も
有
効
で
あ

る
た
め
、
記
録
者
自
身
が
進
ん
で
最
新

の
状
態
へ
反
映
さ
せ
る
。
今
年
度
の
医

療
・
介
護
・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
ト

リ
プ
ル
改
定
に
お
い
て
も
、
Ｆ
―
Ｓ
Ｏ

Ａ
Ｉ
Ｐ
活
用
に
よ
り
、
生
き
づ
ら
さ
を

抱
え
る
多
く
の
対
象
者
に
適
切
な
支
援

が
提
供
可
能
に
な
る
。
尊
厳
を
確
保
さ

れ
、
主
体
的
な
人
生
選
択
に
よ
る
伴
走

型
共
生
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
。

Ｆ
―
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
は
、
項
目
別
記
録

の
シ
ス
テ
ム
的
に
教
育
効
果
が
あ
り
、

Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
対
策
や
事

業
分
析
と
し
て
の
情
報
共
有
も
含
め
、

多
面
的
に
活
用
可
能
で
あ
る
。
Ａ
Ｉ
の

分
析
や
簡
易
化
さ
れ
た
記
録
は
外
国
人

材
に
も
判
読
・
実
践
し
や
す
く
、
Ｄ
Ｘ

化
に
よ
り
デ
ー
タ
と
し
て
も
さ
ら
に
価

値
あ
る
も
の
と
な
る
。
介
護
分
野
で
は

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
（
科
学
的
介
護
情
報
シ
ス
テ

ム
）
に
よ
る
検
証
、
ま
た
医
療
計
画
の

ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
の
指
標
と
し
て
全
国

に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の

声
か
ら
派
生
す
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

に
基
づ
い
た
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
へ
の

効
果
に
も
期
待
が
高
ま
る
。

日
本
で
開
発
さ
れ
た
Ｆ
―
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ

Ｐ
は
、
世
界
の
ケ
ア
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
多
面
的
ケ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ

り
、
世
界
標
準
モ
デ
ル
へ
の
期
待
値
は

高
い
。
医
療
福
祉
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
分

野
の
大
学
院
生
と
し
て
世
界
発
信
を
め

ざ
し
た
い
。

認
知
症
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
、
認

知
症
へ
の
正
し
い
理
解
が
求
め
ら
れ
、

尊
厳
の
確
保
と
共
生
社
会
の
実
現
は
支

援
現
場
の
責
務
で
あ
る
。
認
知
症
当
事

者
の
発
言
や
活
躍
の
機
会
は
増
え
、
適

切
な
支
援
に
よ
り
、
社
会
生
活
の
継
続

が
実
現
で
き
る
こ
と
も
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
一
方
で
、
残
念
な
が
ら
、
認
知
症

診
断
後
に
適
切
な
支
援
に
つ
な
が
ら

ず
、
本
人
の
希
望
が
確
認
さ
れ
る
こ
と

な
く
在
宅
を
離
れ
、
入
所
や
入
院
に
至

る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

認
知
症
は
脳
の
機
能
変
化
で
あ
り
、

加
齢
や
障
害
に
伴
い
、
誰
に
で
も
起
き

う
る
症
状
で
あ
る
。
生
活
に
支
障
が
出

て
い
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
原
因
に

対
す
る
本
人
の
思
い
や
要
因
へ
適
切
な

支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
改
善
や
予
防

に
つ
な
が
る
。

生
活
障
害
の
課
題
解
決
の
た
め
、
当

事
者
を
中
心
と
し
た
多
職
種
に
よ
る
根

拠
に
基
づ
い
た
効
果
的
な
介
入
を
日
々

必
要
な
最
小
限
の
記
録
で
可
視
化
し
、

科
学
的
介
護
と
し
て
実
践
可
能
に
す
る

の
が
Ｆ
―
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
で
あ
り
、
こ
の

場
を
借
り
て
そ
の
活
用
と
効
果
に
つ
い

転
倒
予
防
の
拘
束
や
過
度
の
安
静
に

よ
る
筋
力
低
下
か
ら
立
位
困
難
に
な

り
、
お
む
つ
排
泄
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

高
齢
者
も
多
い
。
誤
嚥
リ
ス
ク
を
避
け

る
胃
ろ
う
設
置
後
は
、
抜
去
防
止
と
し

て
拘
束
の
必
要
性
も
予
測
さ
れ
る
。
ケ

ア
す
る
側
も
、
当
事
者
の
希
望
に
寄
り

添
い
支
え
た
い
ジ
レ
ン
マ
に
日
々
葛
藤

す
る
。「
会
話
を
楽
し
み
全
量
摂
取
」

と
は
記
録
さ
れ
ず
「
食
事
中
に
ム
セ
あ

り
」
な
ど
注
意
喚
起
の
記
録
は
多
い
。

記
録
は
有
事
に
お
け
る
訴
訟
の
資
料
に

な
る
が
、
記
録
か
ら
客
観
的
に
本
人
の

言
動
も
参
照
で
き
、
自
宅
以
外
で
も
良

い
関
係
や
社
会
性
が
維
持
さ
れ
て
い
た

確
認
や
グ
リ
ー
フ
ケ
ア
に
も
つ
な
が

る
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
の
契

約
や
ケ
ア
会
議
に
て
Ｆ
―
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ

の
活
用
が
、
最
期
ま
で
本
人
ら
し
く
生

き
る
た
め
に
必
要
な
Ａ
Ｃ
Ｐ
（
人
生
会

議
）
の
実
現
に
も
つ
な
が
り
、
本
人
主

体
の
多
職
種
協
働
に
よ
る
最
善
を
め
ざ

す
生
活
支
援
を
導
く
。

改
善
や
回
復
を
め
ざ
す
ケ
ア
は
自
立

促
進
効
果
も
高
く
、
認
知
症
予
防
に
も

効
果
的
で
あ
る
。
日
々
の
記
録
が
生
活

て
提
言
す
る
。

Ｆ
―
Ｓ
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｐ
と
は
、
６
つ
の
項

目
に
分
類
し
、［
Ｆ
］
支
援
場
面
に
焦

点
を
当
て
、［
Ｓ
］
本
人
や
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
の
言
葉
・
主
観
的
情
報
に
対
し
、

［
Ｏ
］
観
察
や
他
職
種
か
ら
得
ら
れ
た

デ
ー
タ
の
客
観
的
情
報
を
得
て
、［
Ａ
］

記
録
者
本
人
の
解
釈
や
判
断
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
基
に
、［
Ｉ
］
介
入
・
実
施
し

た
内
容
を
、［
Ｐ
］
今
後
の
対
応
と
し

て
申
し
送
る
こ
と
の
で
き
る
経
過
記
録

法
で
あ
る
（
図
表
）。

医
療
介
護
現
場
で
は
、
診
断
名
か
ら

意
思
確
認
困
難
と
い
う
先
入
観
か
ら
、

ケ
ア
側
の
時
間
軸
で
管
理
が
さ
れ
や
す

い
。
Ｂ
Ｐ
Ｓ
Ｄ
（
認
知
症
の
行
動
・
心

理
症
状
）
の
多
く
は
、
相
手
の
パ
ー
ソ

ナ
ル
ス
ペ
ー
ス
や
心
情
へ
配
慮
を
欠
い

た
反
応
で
も
あ
る
。
寝
た
き
り
の
よ
う

に
無
反
応
と
思
わ
れ
る
対
象
者
で
あ
っ

て
も
、
相
手
の
反
応
を
確
認
し
、
伝
わ

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
会

話
が
成
立
し
協
力
動
作
を
引
き
出
す
こ

と
は
可
能
で
あ
る
。
相
手
の
反
応
を
確

認
す
る
ケ
ア
は
覚
醒
を
促
し
、
信
頼
関

係
を
築
き
自
立
に
つ
な
が
る
。

不
安
を
安
心
に
変
え
る

即
時
実
践
可
能
な
ケ
ア
改
革

尊
厳
確
保
と
希
望
に
寄
り
添
っ
た

根
拠
あ
る
ケ
ア
が
改
善
を
導
く

世
界
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
る

人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

科学的介護記録法　F-SOAIP
〜世界共通言語としてケア現場を改革する〜
施設で暮らせるなら家でも暮らせる !　誰もが望む当たり前の生活を、本人と家族の希望を中心に多
職種支援により実現可能にする記録法「F-SOAIP」。日々の記録がケアマニュアルとして困難事例の
課題解決と希望実現につながり、記録による情報共有が人材育成やケア環境を改革することが期待さ
れる。その内容について、実践者の河野礼子さんに解説してもらった。

河野礼子 Kono Reiko
リハビリ型デイサービスリハサロン祖師谷施設長。国際医療福祉大学大学
院医療福祉学研究科医療福祉経営専攻・医療福祉ジャーナリズム分野修士
課程 1 年（指導教員：大熊由紀子教授）。心原性脳梗塞後に失語症や認知
症を発症した服薬・通所・支援拒否の長期家族介護経験から、最小の介入
が自立につながる認知症改善を検証するため、産後２週間で 2016 年、施
設開業。根拠を証明するため准看護師・看護師資格取得。ケアによる改善
効果を科学的に検証発信するため大学院へ進学
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